
吸収分割に係る事前開示書類 

（吸収分割会社：会社法第 782 条第１項及び会社法施⾏規則第 183 条に基づく開示事項） 

 

2025 年６月６日 

 

東京都港区港南二丁目 15 番２号 

株式会社 大 林 組 

代表取締役社長兼 CEO  佐 藤 俊 美 

 

当社は、2025 年３月 19 日付で株式会社エンゼルフォレストリゾート（以下「承継会社」といいます。）と

の間で締結した吸収分割契約に基づき、2025 年 10 月１日を効力発生日として、当社が運営する静岡県賀茂

郡東伊豆町所在の別荘地の管理事業（以下「対象事業」といいます。）に関して有する権利義務を承継会社に

承継させる吸収分割（以下「本吸収分割」といいます。）を⾏うことといたしました。 

つきましては、会社法第 782 条第 1 項および会社法施⾏規則第 183 条の規定に従い、以下のとおり本吸

収分割に関する吸収分割契約の内容その他法務省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととします。 

 

１．吸収分割契約の内容 

別紙１のとおりです。 

 

２．吸収分割対価の定めの相当性に関する事項 

当社は、本吸収分割の対価として、承継会社から金１円を受領いたします。対象事業の資産・負債及

び収益の状況並びに将来の見通し等を総合的に勘案し、双方の協議を重ねた上で決定したものであり、

対価の定めは相当であると考えております。 

 

３．吸収分割承継会社について 

（１）最終事業年度に係る計算書類等の内容 

別紙２のとおりです。 

（２）最終事業年度の末日後の日を臨時決算日とする臨時計算書類等の内容 

該当事項はありません。 

（３）最終事業年度の末日後に生じた重要な後発事象 

別紙３のとおりです。 

 

４．吸収分割会社について 

吸収分割会社である当社について、最終事業年度の末日後に重要な財産の処分、重大な債務の負担そ

の他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象については、別紙４のとおりです。 

（注）当社の最終事業年度は第 121 期 （2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 まで）となります。また、別紙４は最終事

業年度の末日後に生じた共通支配下の取引等について、当社の単体計算書類に注記したものであり、当社の連結業

績に与える影響は軽微です。 

 

５．本吸収分割の効力発生日以後における債務の履⾏の見込みに関する事項 

（１）吸収分割会社の債務の履⾏の見込みに関する事項 



吸収分割契約締結の時点で、本吸収分割により当社が承継会社に対して承継させる資産の額は、

3,109 百万円、負債の額は 0 円です。また、本日に至るまで、当社の資産及び負債ならびに当社が承

継会社に対して承継させる予定の資産及び負債に重大な変動は生じておらず、本吸収分割の効力発生

日までの間についても、現在のところ重大な変動を生じる事態は予測されていません。 

本吸収分割後に予想される当社の資産及び負債の額並びに収益状況及びキャッシュフロー等につい

て検討した結果、本吸収分割後の当社の負担すべき債務については、履⾏の見込みがあるものと判断

しております。 

（２）吸収分割承継会社の債務 （当社が本吸収分割により承継会社に承継させるものに限ります。）の履⾏の

見込みに関する事項 

最終事業年度末日以降本日に至るまで、承継会社の資産および負債ならびに承継会社が当社から承

継する予定の資産に重大な変動は生じておらず、本吸収分割の効力発生日までの間についても、現在

のところ重大な変動を生じる事態は予測されておらず、債務の履⾏に支障を及ぼす事象の発生及びそ

の可能性は認識されておりません。 

以上より、本件吸収分割後における承継会社の資産の額は負債の額を十分に上回る見込みです。 

以上の点、並びに、承継会社の収益状況及びキャッシュ・フロー等に鑑みて、承継会社の負担する債

務については、本件吸収分割の効力発生日以降も履⾏の見込みがあると判断しております。 

 

６．吸収分割契約等備置開始日後吸収分割が効力を生ずる日までの間に、上記の事項に変更が生じたときに

おける変更後の当該事項 

分割契約等備置開始日後に上記の事項に変更が生じたときは、変更後の内容を直ちに開示いたします。 

 

以上  
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事 業 報 告 
（2023年９月１日から2024年８月31日まで） 

 

１．会社の現況に関する事項 

(1) 当事業年度の事業の状況 

 当事業年度におけるわが国経済は、コロナ禍の収束とともに雇用や所得環境の改

善を背景に、経済活動の正常化が進み、またインバウンド需要の回復により、景気

は緩やかに回復しつつあります。しかしながら、継続的な円安による物価高など、

先行きは不透明な状況が続いております。 

リゾートを取り巻く環境としましては、脱コロナを原動力として改善傾向が継続

しております。 

当社におきましては、積極的に投資活動を行い、『エンゼルフォレスト白河高

原』及び伊豆エリアの貸別荘の棟数を増やしております。2024年７月には『エンゼ

ルフォレスト中伊豆』に新たにダイニングバー『燈 ～AKARI～』をオープンし、

貸別荘での楽しみ方の選択肢を増やしております。また2024年４月に『エンゼルフ

ォレスト浅間高原』の別荘地管理を開始いたしました。  

以上の結果、当事業年度の売上高は1,791百万円（前期比126.5％増）、経常利益

120百万円（前期は経常損失83百万円）、当期純利益937百万円（前期比26.1％増）

となりました。 

 

(2) 設備投資の状況 

当事業年度の設備投資額は 1,974百万円で、その主なものは、貸別荘の建築に伴う支

出であります。 

 

(3) 資金調達の状況 

当事業年度の資金調達は、長期借入金547百万円を実行しております。 

 

(4) 対処すべき課題 

不動産部門において取扱件数の多い土地は、低価格となることが多く、売上、利益

ともに伸び悩んでおります。そのため、業界における認知度を向上させシェアを拡大

すること及び宿泊部門との連携により新築物件の取扱物件数を増やすことに取り組ん

でいくことが必要と考えております。 

管理部門における別荘地M&Aの継続、貸別荘事業への設備投資は計画的に行ってお

り、規模拡大と効率化の向上により事業を成長させていきます。 



(5) 財産及び損益の状況の推移 

年度 

区分 

2021年８月期

第51期 

2022年８月期

第52期 

2023年８月期

第53期 

 

2024年８月期

第54期 

（当期） 

売上高 

（百万円） 
444 517 790 1,791 

経常利益又は 

経常損失（△） 

（百万円） 

△213 △83 △83 120 

当期純利益又は 

当期純損失（△） 
4,654 △90 743 937 

１株当たり当期純利益 

又は１株当たり当期純

損失（△） 

 

11,081円61銭 

 

△218円53銭 

 

△218円53銭 2,232円47銭 

総資産 

（百万円） 
6,653 6,024 11,864 13,480 

純資産 

（百万円） 
4,712 4,621 9,252 10,360 

１株当たり純資産額 11,221円27銭 11,002円74銭 22,029円36銭 24,668円78銭 

 

(6) 重要な親会社及び子会社の状況 

① 親会社の状況 

当社の親会社は株式会社エンゼルグループであり、同社は当社の株式を 

420,000株（出資比率100.00％）保有しています。当社は親会社から経営指導を

受けております。 

 

② 子会社の状況 

該当事項はありません。 

 

(7) 主要な事業内容（2024年８月31日現在） 

当社は、リゾート事業として、別荘地管理業を主要な事業として行っております。 



(8) 主要な事業所（2024 年８月 31 日現在） 

名 称 所在地 

本社 静岡県熱海市 

エンゼルフォレスト熱海自然郷 静岡県熱海市 

エンゼルフォレスト伊豆冨士見高原小松ケ原 静岡県伊豆の国市 

エンゼルフォレスト伊豆スカイライン 静岡県伊豆市 

エンゼルフォレスト赤沢望洋台 静岡県伊東市 

エンゼルフォレスト大川汐見崎 静岡県賀茂郡東伊豆町 

エンゼルフォレスト浅間ハイランド 群馬県吾妻郡嬬恋村 

エンゼルフォレスト伊豆熱川 静岡県賀茂郡東伊豆町 

リゾートパーク伊豆あたがわ 静岡県賀茂郡東伊豆町 

エンゼルフォレスト伊豆山 静岡県熱海市 

エンゼルフォレスト那須 栃木県那須郡那須町 

エンゼルフォレスト浅間高原 群馬県吾妻郡嬬恋村 

 

 

(9) 従業員の状況（2024年８月31日現在） 

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

１名 △１名 59歳 ６年１ヶ月 

（注）１．従業員数は就業人員数（グループ会社から当社への出向者を含む。） 

 

(10) 主要な借入先（2024年８月31日現在） 

借入先 借入金残高 

㈱第四北越銀行 554百万円 

㈱エンゼルグループ 162百万円 

㈱三井住友銀行 75百万円 

㈱大東銀行 60百万円 

 

(11) その他会社の現況に関する重要な事項 

当社は、2024年９月１日をもって、本社を。東京都千代田区有楽町二丁目10番１号に移

転いたしました。 

 

 

２．株式に関する事項（2024年８月31日現在） 
 

(1) 発行可能株式総数 1,280,000株 

(2) 発行済株式の総数 420,000株 

(3) 当該事業年度末の株主数 １名 

(4) 上位10名の株主  
 
 

株主名 持株数 持株比率 

㈱エンゼルグループ 420,000株 100.00% 

 

  



３．会社役員に関する事項 

(1) 取締役の状況（2024年８月31日現在） 

氏名 地位 担当及び重要な兼職の状況 

田中 耕介 代表取締役社長 

株式会社エンゼルグループ 取締役副社長

株式会社エンゼル 取締役 

株式会社エンゼル不動産 取締役  

新保 光栄 取締役会長 

株式会社エンゼルグループ 代表取締役社長

株式会社エンゼル 取締役会長 

株式会社エンゼル不動産 代表取締役社長 

苗場酒造株式会社 代表取締役社長 

木村 眞一 取締役副社長 

株式会社エンゼルグループ 執行役員 

株式会社エンゼル建設 取締役副社長 

株式会社エンゼル 執行役員 

安藤 敏幸 取締役 
株式会社エンゼルグループ 取締役副社長

株式会社エンゼル 代表取締役社長 

小杉 直人 取締役 
株式会社エンゼルグループ 執行役員 

株式会社エンゼル 取締役 

（注）2024年８月31日をもって安藤敏幸氏及び小杉直人氏は取締役を辞任いたしました。 

 

(2) 取締役の報酬等の総額 

区分 人数 
報酬等の額 

（千円） 
摘要 

取 締 役 －名 - 
株式会社エンゼルグループより役員報酬 

を支給。 

合 計 －名 - 
 

 



事業報告の附属明細 

（2023年９月１日から 2024年８月 31日まで） 

 

1．他の法人等の業務執行取締役等との重要な兼職の状況 

 

区分 氏名 兼職先 兼職の内容 関係 

取締役 田中 耕介 ㈱エンゼルグループ 取締役副社長 親会社 

㈱エンゼル 取締役 関係会社 

㈱エンゼル不動産 取締役 関係会社 

新保 光栄 ㈱エンゼルグループ 代表取締役 親会社 

㈱エンゼル 取締役会長 関係会社 

㈱エンゼル不動産 代表取締役 関係会社 

苗場酒造㈱ 代表取締役 関係会社 

木村 眞一 ㈱エンゼルグループ 執行役員 親会社 

㈱エンゼル建設 取締役副社長 関係会社 

㈱エンゼル 執行役員 関係会社 

安藤 敏幸 ㈱エンゼルグループ 取締役副社長 親会社 

㈱エンゼル 代表取締役 関係会社 

小杉 直人 ㈱エンゼルグループ 執行役員 親会社 

㈱エンゼル 取締役 関係会社 

（注）2024 年８月 31 日をもって安藤敏幸氏及び小杉直人氏は取締役を辞任いたしました。 

 

２. 事業報告の内容を補足するその他の重要な事項 

該当事項はありません。 



株式会社エンゼルフォレストリゾート

決 算 報 告 書

第　54　期

自 2023 年 ９ 月 １ 日

至 2024 年 ８ 月 31 日



（単位：円）

科    目 金  額 科    目 金  額

【流動資産】 10,799,414,295 【流動負債】 595,365,635

現 金 1,697,030 買 掛 金 8,323,095

普 通 預 金 8,412,546,569 未 払 金 132,498,493

当 座 預 金 275,809,546 未 払 費 用 132,780

定 期 預 金 500,020,337 短 期 借 入 金 43,360,000

売 掛 金 147,175,944 前 受 金 13,842,150

貯 蔵 品 139,350 預 り 金 84,515

商 品 422,023 未 払 法 人 税 等 625,000

販 売 用 不 動 産 671,196,244 賞 与 引 当 金 450,636

立 替 金 8,817,000 契 約 負 債 395,430,656

短 期 貸 付 金 4,407,825 そ の 他 618,310

前 払 費 用 40,200,882

預 け 金 200,078,540 【固定負債】 2,523,830,371

前 払 金 429,940,311 ⾧ 期 借 入 金 809,031,213

未 収 消 費 税 等 81,055,279 預 り 保 証 金 746,100,000

未 収 入 金 49,006,494 ⾧ 期 預 り 金 145,520,158

貸 倒 引 当 金 △ 23,099,079 退 職 給 付 引 当 金 7,988,000

修 繕 引 当 金 399,674,000

【固定資産】 2,680,667,803 企 業 結 合 に 係 る 特 定 勘 定 415,517,000

有形固定資産 2,599,056,442

建 物 1,023,970,927 負 債 合 計 3,119,196,006

建 物 附 属 設 備 327,281,743

構 築 物 475,328,823

機 械 装 置 33,114,526 【株主資本】 10,360,886,092

車 両 運 搬 具 2,486,904 資 本 金 100,000,000

工 具 器 具 備 品 64,584,247 資 本 剰 余 金 14,633,760,096

土 地 402,357,604 資 本 準 備 金 12,455,600,000

建 設 仮 勘 定 269,931,668 そ の 他 資 本 剰 余 金 210,000,000

無形固定資産 20,847,011 資本金及 び資 本準 備金 減少 差益 1,968,160,096

の れ ん 20,350,000 利 益 剰 余 金 △ 4,372,874,004

そ の 他 497,011 利 益 準 備 金 54,310,000

投資その他の資産 60,764,350 そ の 他 利 益 剰 余 金 △ 4,427,184,004

敷 金 500,000 別 途 積 立 金 508,000,000

⾧ 期 前 払 費 用 465,510 繰 越 利 益 剰 余 金 △ 4,935,184,004

預 託 金 11,882,964

⾧ 期 貸 付 金 47,915,876

破 産 更 生 債 権 8

貸 倒 引 当 金 △ 8 純 資 産 合 計 10,360,886,092

資 産 合 計 13,480,082,098 負 債 ・ 純 資 産 合 計 13,480,082,098

純 資 産 の 部

負 債 の 部

2024年８月31日現在

貸  借  対  照  表

資 産 の 部



（単位：円）

売 上 高 1,791,229,542

売 上 原 価 560,377,883

1,230,851,659

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,119,577,199

111,274,460

営 業 外 収 益

1,693,434

15,633,572 17,327,006

営 業 外 費 用

8,103,004

33,499 8,136,503

120,464,963

特 別 利 益

925,061,122 925,061,122

特 別 損 失

723,301

92,125,582 92,848,883

952,677,202

1,250,000

13,791,543 15,041,543

937,635,659

そ の 他 特 別 利 益

損  益  計  算  書
自 2023年９月１日  至 2024年８月31日

金  額

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 総 利 益

雑 損 失

科    目

雑 収 入

受 取 利 息

支 払 利 息

固 定 資 産 除 却 損

税 引 前 当 期 純 利 益

当 期 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

減 損 損 失



（単位：円）

科    目

従 業 員 給 料 手 当 6,289,624

退 職 給 付 費 用 183,000

法 定 福 利 費 938,325

福 利 厚 生 費 905,506

旅 費 交 通 費 3,648,061

通 信 費 8,577,969

広 告 宣 伝 費 4,018,403

交 際 費 2,247,497

水 道 光 熱 費 114,322,818

消 耗 品 費 51,187,129

租 税 公 課 104,830,190

新 聞 図 書 費 351,916

支 払 手 数 料 65,714,127

諸 会 費 1,772,819

寄 付 金 10,000

外 注 費 162,892,478

支 払 報 酬 1,803,581

地 代 家 賃 9,297,355

保 険 料 22,829,289

修 繕 維 持 費 1,904,373

車 両 経 費 13,406,684

賞 与 引 当 金 繰 入 450,636

業 務 委 託 料 358,892,333

減 価 償 却 費 134,370,396

貸 倒 損 失 ( 販 管 831,585

貸 倒 引 当 金 繰 入 43,504,345

そ の 他 4,396,760

1,119,577,199

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 内 訳 書
自 2023年９月１日  至 2024年８月31日

金  額

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 合 計



（単位：円）

その他資本剰余金
資本金及び資本

準備金減少差益
別途積立金

繰越

利益剰余金

当期首残高 100,000,000 12,455,600,000 200,000,000 1,968,160,096 14,423,760,096 54,310,000 508,000,000 △ 6,033,739,866 △ 5,471,429,866 9,052,330,230 9,052,330,230

当期変動

合併に伴う変動 10,000,000 10,000,000 160,920,203 160,920,203 170,920,203 170,920,203

当期純利益 0 937,635,659 937,635,659 937,635,659 937,635,659

当期変動額合計 0 0 0 10,000,000 0 0 1,098,555,862 1,098,555,862 1,108,555,862 1,108,555,862

当期末残高 100,000,000 12,455,600,000 210,000,000 1,968,160,096 14,633,760,096 54,310,000 508,000,000 △ 4,935,184,004 △ 4,372,874,004 10,360,886,092 10,360,886,092

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
自 2023年９月１日  至 2024年８月31日

株主資本

合計

純資産合計

株主資本

資本剰余金

合計

資本剰余金

資本準備金
資本金

利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金

利益剰余金

合計

その他資本剰余金



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．資産の評価基準及び評価方法

（1）棚卸資産の評価基準及び評価方法

販売用不動産 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算定）

製品、原材料、仕掛品、商品 最終仕入原価法 

貯蔵品 最終仕入原価法 

２．固定資産の減価償却の方法 

（1） 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法

（2） 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

３．引当金の計上基準

（1）貸倒引当金

売上債権、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞与引当金

従業員に対する賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち、当事業年度の負担すべき額を計上しています。

4．収益及び費用の計上基準

 当社は主に、別荘地の管理をしております。収益は顧客との契約に基づき、一定の期間にわたり、履行義務が充足されると判断し、

一定の期間にわたり、収益を認識しております。

2．株主資本等変動計算書に関する注記

１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

普通株式 420,000株

3．重要な後発事象

（合併）

 当社は、株式会社エンゼルを2024年９月１日付で吸収合併いたしました。

１．取引の概要

(1）結合当事企業の名称及びその事業の内容

 結合企業の名称   株式会社エンゼルフォレストリゾート

 事業の内容     不動産管理事業

 被結合企業の名称  株式会社エンゼル

 事業の内容     宿泊事業及び不動産管理事業

(2）企業結合日

(3）企業結合の法的形式

株式会社エンゼルフォレストリゾートを存続会社、株式会社エンゼルを消滅会社とする吸収合併方式

(4）結合後企業の名称

株式会社エンゼルフォレストリゾート

(5）その他取引の概要に関する事項

グループのスケールメリットの獲得や経営リソースの集約による効率化及び管理コストの削減による経営の効率化を

行うことで、グループの更なる成⾧の実現を目指してまいります。

２．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 2019年１月16日)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日)に基づき、共通支配下の取引として会計処理を行っております。

個 別 注 記 表

2024年9月1日
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（重要な後発事象） 

（吸収分割による事業承継） 

 株式会社エンゼルフォレストリゾートは、2024年11月28日開催の取締役会において、名鉄都市開発株式会社が営

む名鉄赤沢別荘地の管理事業を吸収分割の方法により承継する方針を決定し、同日、名鉄都市開発株式会社との間

で吸収分割契約を締結し、2025年３月31日に実施いたしました。 

 

 本吸収分割の主な内容は、次のとおりであります。 

１．吸収分割の主な目的 

 当社グループが運営するホテルや管理する別荘地のノウハウを用いて、リゾート市場の活性化を通じて、当社

グループの成長に寄与するものと判断いたしました。 

 

２．本吸収分割契約の日程 

取締役会決議日        2024年11月28日 

吸収分割契約締結日      2024年11月28日 

効力発生日          2025年３月31日 

 

３．本吸収分割の方式 

 名鉄都市開発株式会社が営む名鉄赤沢別荘地の管理事業に関する権利義務を株式会社エンゼルフォレストリゾ

ートに承継させる吸収分割方式です。 

 

４．結合後企業の名称 

 結合後企業の名称に変更はありません。 

 

５．本吸収分割の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

取得の対価 ０千円 

取得原価 ０千円 

 

６．主要な取得関連費用の内容及び金額 

 現時点では確定しておりません。 

 

７．本吸収分割により増減する資本金 

 本吸収分割による当社の資本金の増減はありません。 

 

８．企業結合日に受け入れる資産及び引受ける負債の額並びにその主な内訳 

 現時点では確定しておりません。 

 

 

  

U34114
タイプライター
（別紙３）



U34114
テキストボックス
（別紙４）

U34114
テキストボックス
株式会社大林組の開示事項（個別注記）
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